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平成26年度：職場（自治体・企業等）において、働き方の見直しを進めて家事・育児参
画に積極的に取り組んでいる男性（キーパーソン）及びその上司（支援者）を対象に、
「キーパーソンセミナー」を開催。キーパーソン及び支援者が、職場で仕事と生活の調和
の取組を先導することで、取組を加速させる。

平成27年度：キーパーソンセミナーを継続。キーパーソン及び支援者の活動事例を広
く周知し、賛同者を拡大。

■ 男性の意識改革や働き方の見直しを先導する
「キーパーソン」育成事業

平成26年度：経営者や管理職による、仕事と生活の調和の推進するための「社内啓
発のあり方」について好事例を調査研究。

平成27年度：経営者や管理職による、仕事と生活の調和の推進するための「職場マネ
ジメント」について好事例を調査研究。

※ 好事例を選定して事例集を作成。仕事と生活の調和ホームページに掲載する等、
周知・啓発することで企業における仕事と生活の調和推進に向けた取組を支援。

■ 仕事と生活の調和推進に関する調査研究

平成26年度に引き続き、27年度においても、主に企業の人事
労務担当者を対象に、ワーク・ライフ・バランスに関する国の最新
情報、制度解説、取組の好事例、イベント情報等を毎月配信。

■ 「カエル！ジャパン」通信
（メールマガジン）の発行

平成26年度に引き続き、27年度においても、キャンペーン
に賛同する企業等が、シンボルマーク・キャッチフレーズを
ポータルサイトからダウンロードし、企業等のホームページ・
名刺などに活用することを通じて気運の醸成を図っている。
また、ポータルサイトで登録企業等を紹介。

■ 「カエル！ジャパン」
キャンペーンの推進

平成26年度：企業経営者や管理職を対象としたトップセミナー等を経済団体と共催。
企業が仕事と生活の調和に取り組むメリットや具体的事例や手法を普及。

平成27年度：トップセミナー等を継続。調査研究で作成した事例集を、セミナーで活用
するほか、地方自治体にも提供して地域の企業への促進を支援。

■ 企業経営者や管理職を対象とした
トップセミナー等の開催

※平成27年度事業については、政府案である。

【27年度概算決定額】
12,052千円（11,576千円）

【27年度概算決定額】
8,196千円（14,351千円）

【27年度概算決定額】
12,200千円（9,898千円）

【27年度概算決定額】
2,345千円（2,345千円）

※トップセミナー等予算の内数〔仕事と生活の調和調査研究等経費〕

〔仕事と生活の調和人材育成経費〕

〔男性にとっての男女共同参画促進のための人材育成事業及び男性の家事・育児理解・実践促進事業（経費）〕
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